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資料 １

平成３０年度における審議状況等
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資料 １

各審議会における大手前通りについての審議状況等

平成３０年度における審議状況等

姫路市都市計画審議会

開催日 内容

平成３０年 ８月 ９日 高さ規制の方針（報告）

平成３０年１１月１２日 高さ規制の具体案（報告）

平成３１年 ２月 ４日 高さ規制の対象（報告）

姫路市景観・広告物審議会

開催日 内容

平成３０年１０月１０日 屋上広告物の色彩基準の改正（事前審議）

平成３１年 ２月１３日 屋上広告物の色彩基準の改正（審議）

◆ 都市計画審議会での審議状況等を景観・広告物審議会へ報告

➢ 情報共有等による連携の強化

「高さ規制」の方向性（都市計画審議会にて審議中）

規制する「区域」

規制する「高さ」

規制する「対象」
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資料 １

世界文化遺産姫路城の区域

姫路城

プロパティ（資産）
（＝ 特別史跡指定区域）

バッファゾーン
（緩衝地帯）

姫路駅

（大手前通り周辺の拡大図）

姫路駅

「バッファゾーン」とは
資産の効果的な保護を目的として、

資産を取り囲む地域に設けられる「緩
衝地帯」のことで、法的な手法により
補完的な利用・開発規制を敷くだけで
なく、周辺環境・景観を含めた面的な
保護が必要

「高さ規制」の方向性（規制する「区域」）

Ｎ

姫路駅

「大手前通り地区」（景観計画）の区域

▲世界遺産バッファゾーン

「大手前通り地区」
（景観計画）

◆ 建築物の高さ35ｍ規制
◆ 建築物の形態・意匠等を

規制・誘導

市内全域が景観計画区域内であるが、
重点的に景観形成を図る区域の

「大手前通り地区」と
「世界遺産ﾊﾞﾌｧｿﾞｰﾝ」
の区域が一致していない

「高さ規制」の方向性（規制する「区域」）



4

資料 １

姫路駅

「大手前通り地区」（景観計画）の区域

▲世界遺産バッファゾーン

「高さ規制」の方向性（規制する「区域」）

Ｎ

高さ35ｍ規制の
及ばない範囲「大手前通り地区」

（景観計画）

◆ 建築物の高さ35ｍ規制
◆ 建築物の形態・意匠等を

規制・誘導

姫路駅

大手前通り周辺の「高度地区」指定区域

▲世界遺産バッファゾーン

「大手前通り地区」
（景観計画）

「高さ規制」の方向性（規制する「区域」）

Ｎ

「高度地区」指定区域
大手前通りからの幅取り
(約45～51m)で高さ規制

◆ 建築物の高さ35ｍ規制
→（高度地区へ移行）

◆ 建築物の形態・意匠等を
規制・誘導



5

資料 １

「高さ規制」の方向性（都市計画審議会にて審議中）

規制する「区域」

規制する「高さ」

規制する「対象」

Ｎ

姫路駅

大手前通り周辺の用途地域

６００

８０

商 業

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

大手前通り周辺

建ぺ い率 80%
容 積 率 600% を指定
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資料 １

容積率(都市計画)と高さ規制(景観計画)の整合性の整理

◆ 建ぺい率・容積率で考えると、建築
物の階数は7～8階程度で収まること
から、容積率(600%)と高さ規制(35m)
に不整合があるとまではいえない

大手前通り周辺

建ぺ い率 80%
容 積 率 600% を指定

➢ ただし、姫路城周辺など中心市街地において、都市居住の推進や観光
需要の増大により、中高層規模の共同住宅やホテルが建築されており、
建築物の用途によっては、容積率を使いきれない場合も考えられる

拠点商業業務地としての有効な土地利用の観点と姫路城と
調和した景観形成を踏まえて、規制する「高さ」を検討

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

Ｎ

姫路駅

規制する高さ

▲世界遺産バッファゾーン
検討案

大手前通りからの
幅取り

高さ35ｍ

後背地

規制する高さを検討

高さ規制の区域
大手前通りからの幅取り
(約45～51m)で規制

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

検討案

大手前通りからの
幅取り

高さ35ｍ
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資料 １

大手前通り 建築敷地

Ｈ：高さ３５ｍ

Ｄ：幅員５０ｍ

Ｄ／Ｈ

御幸通り

街区幅約４５～５１ⅿ
（平均：約47ｍ）

大手前通りの空間の開放性
（道路幅員と沿道建築物の高さとの関係）

Ｄ／Ｈ＝５０ｍ／３５ｍ≒ １．４３

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

大手前通り 建築敷地

高さ３５ｍ

幅員５０ｍ

幅取り
２０ｍ

Ｈ
：
高
さ
５
０
ｍ

御幸通り

街区幅約４５～５１ⅿ
（平均：約47ｍ）

Ｄ／Ｈ＝ ７０ｍ／５０ｍ＝１．４

Ｄ／Ｈ＝５０ｍ／３５ｍ≒ １．４３

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

大手前通りの空間の開放性
（道路幅員と沿道建築物の高さとの関係）



8

資料 １

Ｎ

姫路駅

規制する高さ

▲世界遺産バッファゾーン

高さ規制の区域
大手前通りからの幅取り
(約45～51m)で規制

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

検討案

大手前通りから20m

高さ35ｍ

後背地

高さ50m

Ｎ

姫路駅

規制する高さ

35m

50m▽石垣

▽備前丸

▲世界遺産バッファゾーン

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

検討案

大手前通りから20m

高さ35ｍ

後背地

高さ50m
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資料 １

姫路城 （空撮）

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

備前丸

石垣

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

姫路城の高さ

92.0ｍ

60.5ｍ

45.6ｍ

0ｍ 約11ｍ約15ｍ

標高

約61ｍ

標高

約46ｍ

35ｍ
50ｍ

▽石垣

▽備前丸

地盤面

海抜
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資料 １

姫路城備前丸からの眺望

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

姫路城備前丸からの眺望（拡大）

「高さ規制」の方向性（規制する「高さ」）

35m
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資料 １

「高さ規制」の方向性（都市計画審議会にて審議中）

規制する「区域」

規制する「高さ」

規制する「対象」

広告

大手前通りにおける高さ規制の対象

階段室
など 建築設備

建築物

目隠しﾙｰﾊﾞｰ

塔屋

階段室・機械室

建築設備

広告物

建築物の屋上部分

工作物

目隠しルーバー

「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）



12

資料 １

大手前通り 御幸通り

規制対象高さ
最高35m

12ｍ以下

【塔屋】

大手前通りにおける高さ規制の対象

階段室
など

高架
水槽

キュービクル

大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象

景観計画における高さ規制の対象（現行）

階段室、機械室、昇降機塔、物見塔、装飾塔、屋窓、時計塔、建築設備（高架水槽、
キュービクル等）など

景観計画では「建築基準法に基づく建築物の高さ」を「高さ規制の対象」
としており、水平面積が建築面積1/8以内の場合、高さ12ｍまでは建築
物の高さに算入していない （建築基準法施行令第２条第１項６号ロ）

塔屋：

最高
47ｍ

「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）

大手前通り 御幸通り

建築物の高さ
最高35m

大手前通りにおける高さ規制の対象

規制対象高さ
最高47m

大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象

景観計画における高さ規制の対象（現行）

目隠し
ルーバー

【工作物】

目隠しルーバー・パネル、電波塔、携帯電話基地局、遊戯施設（観覧車等）
など

建築物と一体になって設置する場合は、その高さの合計は地盤面か
ら４７ｍ以下とする （姫路市景観計画：大手前通り地区）

工作物：

「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）
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資料 １

大手前通り 御幸通り

大手前通りにおける高さ規制の対象

最高
45ｍ

大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象

屋外広告物条例における高さ規制の対象（現行）

【広告物】 広告物の高さは、商業系用途地域にあっては１０ｍ以下とする

（姫路市屋外広告物条例施行規則 別表第５第２項１号：屋上広告物の高さ）

広告

建築物の高さ
最高35m

規制対象高さ
最高10m

「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）

建築物の高さによる規制

・塔屋（階段室、機械室等）

・屋上工作物（目隠しルーバー、電波塔等）

・屋上広告物

絶対高さによる規制

・塔屋（階段室、機械室等）

・屋上工作物（目隠しルーバー、電波塔等）

・屋上広告物

規制する高さに
含む

規制する高さに
含まない

大手前通りにおける高さ規制の対象

高さ

３５
ｍ

高さ

３５
ｍ

大手前通りにおける高さ規制の対象

高さ規制の対象の考え方

➢ 景観計画から高度地区指定への移行に伴う影響は
少ないが、屋上部分がスカイラインから突出するお
それがある

➢ 実質的な規制強化につながる

「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）
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幅20ｍ

幅20ｍ

高さ35ｍ
規制

高さ35ｍ
規制

高さ50ｍ
規制

高さ50ｍ
規制

幅20ｍ

幅20ｍ

←【南】北駅前広場 姫路城【北】→

Ｎ

（凡例）

：塔屋、屋上工作物、屋上広告物の位置

大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）

建築物の高さの現状

【大手前通りの敷地割 ・建築物の連続する立面図】

幅20ｍ

幅20ｍ

高さ35ｍ
規制

高さ35ｍ
規制

高さ50ｍ
規制

高さ50ｍ
規制

幅20ｍ

幅20ｍ

←【南】北駅前広場 姫路城【北】→

旧ヤマトヤシキ
屋上広告物：47.75ｍ
建築物：42.32ｍ

Ｎ

（凡例）

：塔屋、屋上工作物、屋上広告物の位置

大手前通りにおける高さ規制の対象

1棟が既存不適格
（大手前通り沿い55棟中）

大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象

建築物の高さによる規制の場合

「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）
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29

幅20ｍ

幅20ｍ

高さ35ｍ
規制

高さ35ｍ
規制

高さ50ｍ
規制

高さ50ｍ
規制

幅20ｍ

幅20ｍ

←【南】北駅前広場 姫路城【北】→

しらさぎビル
屋上広告物：36ｍ

建築物：29.8ｍ

日本生命姫路ビル
屋上工作物：37ｍ

塔屋：35.25ｍ
建築物：29ｍ

大原学園
塔屋：36.25ｍ

建築物：34.75ｍ

大手前ダイネン２ビル
屋上工作物：41ｍ

塔屋：36ｍ
建築物：31ｍ

美樹ビル
屋上工作物：38.7ｍ

塔屋：38.7ｍ
建築物：35ｍ

西松屋きものビル
屋上広告物：36ｍ

塔屋：29ｍ
建築物：26.2ｍ

フェスタ北館
塔屋：37.27ｍ

屋上広告物：35ｍ
建築物：25.95ｍ

姫路ＯＳビル
塔屋：42.55ｍ

建築物：31ｍ

ＷＡＴビル
塔屋：38.37ｍ

屋上広告物：38.37ｍ
建築物：30.92ｍ

旧ヤマトヤシキ
屋上広告物：47.75ｍ
建築物：42.32ｍ

（凡例）

：塔屋、屋上工作物、屋上広告物の位置

12棟が既存不適格
（大手前通り沿い55棟中）

大手前通りにおける高さ規制の対象

Ｎ

大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象大手前通りにおける高さ規制の対象

絶対高さによる規制の場合

「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）
サンワプラザ
塔屋：39ｍ

建築物：35ｍ

大手前ダイネンビル
屋上工作物：41ｍ

塔屋：37ｍ
建築物：31ｍ

対象物 現行 変更案

建築物

景観計画

高度地区

塔屋

屋上工作物 景観計画

屋上広告物
屋外広告物
条例

屋外広告物
条例

大手前通りにおける高さ規制の対象

都市計画
審議会

高さ規制の手法の整理

景観・広告物
審議会

「高さ規制」の方向性（規制する「対象」）



16

資料 １

「高さ規制」のあり方

「高さ規制」のあり方

「高さ規制」の方向性

• 規制する区域
大手前通りから約45～51mの範囲を区域として検討

• 規制する高さ
姫路城の高さを基準とした２段階（大手前通りから20ｍは高さ35ｍ、後背地は
高さ50ｍ）の高さ規制を検討

• 規制する対象
屋上部分の高さ規制の対象の検討

◆ 景観と活性化の両立

姫路城の前景として姫路城と調和した景観を形成する「公益」と、土地利用や
事業活性化を通じた「私益」のバランスを確保

➢ 都市計画審議会との連携

景観・広告物審議会と都市計画審議会において、相互に情報共有をするなど
連携を図りつつ、「高さ規制」を検討・推進したい


